
別紙「要介護認定調査支援システム機能要件一覧」

大項番 大項目 項番 項目 要件 重要度 システム対応 代替案 備考
1 基本機能 1 認定調査票（調査項目） 要介護認定等に係る介護認定審査会による審査及び判定の基準等に関する省令（平成十一

年四月三十日厚生省令第五十八号）に定める認定調査票の項目をすべて網羅している。
なお、複数選択を許容する項目は複数選択ができることとし、複数選択が許容されない項目
は複数選択ができないこと。

必須 ○

2 認定調査票（特記事項） 認定調査票の概況調査及び基本調査にかかる特記事項が入力できる。 必須 ○

3 認定調査票（特記事項）
※タッチパネル選択

タッチパネル等の選択により特記事項文章の自動生成および基本調査項目の選択が行え
る。

必須 ○

4 認定調査票（特記事項）
※定型文選択

定型文選択により、特記事項の定型文を入力できる。 必須 ○

5 認定調査票（特記事項）
※手書きメモ入力

特記事項をタッチペン等で手書き入力でき、文字データに変換して登録できる。 必須 ○

6 認定調査票（特記事項）
※手書きメモ入力

フリーエリアにタッチペン等で手書きメモを取得できる。
また、手書きメモは調査項目に紐づけて、システムで管理できる。

必須 ○

7 認定調査票（特記事項）
※キーボード入力

タブレット端末本体と接続可能なキーボードからの入力ができる。 必須 ○

8 認定調査票（特記事項）
※キーボード入力②

タブレット端末本体と接続可能なキーボードからの入力をする際に、手書きメモ機能を活用し
たメモの内容を参照しながら入力できる。

必須 ○

9 認定調査票（特記事項）
※音声入力

特記事項を音声入力できる。 必須 ○

10 スワイプ操作 スワイプ操作について、タッチパネルでの操作が円滑にできる。 必須 ○

11 調査対象者検索 調査者対象者について、被保険者番号や申請日、調査予定日等の情報を元に絞り込みする
ことができる。

必須 ○

12 調査対象者一覧 調査対象者を被保険者番号順等により一覧表示できる。 必須 ○

13 対象者件数表示 調査対象者の一覧に表示されている件数を調査区分毎（未調査、調査中、調査済..等）に表
示できる。

必須 ○

2 管理機能 14 利用者管理 利用者ごとのユーザID、パスワードを保持し、操作が許可された者のみ使用できるセキュリ
ティ機能がある。

必須 ○

15 調査員割当 調査対象者を各調査員に割り当てる機能がある。 必須 ○

16 介護保険システム連携 介護保険システムと連携し、被保険者情報及び認定調査結果データを送受信できる。 必須 ○

3 補助機能 17 訪問調査判断基準表示 厚生労働省より提示されている訪問調査の判断基準を表示する機能がある。 必須 ○

18 一次判定警告 基本調査結果を登録中に一次判定警告が発生した場合、発生したことが確認できる機能が
ある。

必須 ○

19 前回調査結果比較 調査票に調査対象者データとして連携する前回情報、および、前回情報との差異を表示する
機能がある。

必須 ○

20 調査保留 調査が保留となった対象者について保留する機能がある。
保留解除となった場合は保留解除する機能がある。

必須 ○

21 バックアップ データのバックアップ機能がある。
バックアップデータからの復元機能がある。

必須 ○

22 自動バックアップ データ送受信のタイミングに合わせて、自動でデータのバックアップがある。
バックアップは、処理前の状態と処理後の状態を取得している。

必須 ○

23 一括登録機能 基本調査の第３群（認知機能）、第４群（精神･行動障害）について、一括で回答を登録する機
能がある。

必須 ○

24 調査結果承認機能 調査結果の承認及び不承認を登録する機能がある。介護保険システムへの連携は、承認済
のデータが対象となり、不承認のデータは、調査員へ差し戻すをすることができる。

必須 ○

25 キーワード編集機能 特記事項入力において、よく使用するキーワードを調査項目毎に作成する機能がある。なお、
キーワードについては、利用者ごとに登録・修正・削除を行う事が出来る。
また、登録したキーワード情報を、出力及び取込することができる。

必須 ○

26 マスキング 持ち出す端末では調査対象者の被保険者番号、氏名等の個人情報をマスキングする機能が
ある。

必須 ○


